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1. はじめに

韓國 年 第 次學習指導要領では から 新 施行 高校 現場 年 次 指が しく され の では から の、 、

導要領 作成 新 敎科書 授業 行にしたがって された しい で が われている。

第 次學習指導要領 示 日本語 科目 性格 見 日本語 科目 言語に された の について ると は の、

技能 基本的水準 扱 意思疏通能力 養 基礎的 科目 書を から い バランスのとれた を う な であると かれてい、

目標 項目 順 聞 話 讀 書 技能る またその には の の で く す む く の があげ。 、 、 、

第 次日本語 敎科書 技能 重点 置 思られていることから の では この に が かれていると われる、 、 。

第 次學習指導要領 日本 文化 深 關心 持 日本文化 理解 姿また では の について い を ち を しようとする、

勢 育 日本 國際交流 積極的 參加 態度 持 文化 項目を て との に に する を つ という の と インターネッ、 、

通 日本語 基礎的 方法 知 情報檢索 興味 持 檢索トを して による な を り に を つ という インターネット、

目標 項目 第 次學習指導要領 異 点 言が の としてあげられており これは とは なる であると える、 。

本調査 各敎科書 語彙選定 使用數 使用個所 調査 各敎そこで では の と また などについて することで、 、

科書 語彙 實体 特徵 明 上記 第 次學習指導要領 示 日本語 科目 性格の の とその を らかにし の が す の、

目標 程度充實 調と をどの しているのかを べてみることにした。



2. 分析方法

2-1. 分析對象

現在 韓國 一般高校 使用 日本語敎科書 檢定敎科書 第二種敎科書 全 種の で されている は で、 、

外國語高校 原則 國定敎科書 使用ある は として を。

本調査 對象 敎科書 第 次敎育課程 基 作成 韓國 高等學校で とした は に づいて された、 、 日本語

檢定敎科書 種 第 回目 檢定 合格 冊の のうち の に した である、 。

表 分析對象

敎科書 敎科書名 著者 出版社

日本語
他

大韓敎科書

日本語
他

進明出版者

日本語
他

進明出版者

日本語
他

ブラックボックス

分析 際 各敎科書 作成 入力 對象 部分 原則的の に まず のテキストデータベースを したが の にした は、 、

敎科書 提示 日本語に に されている すべてである、 。

挿繪 日本語 選擇 答 日本語これには のなかの や クイズやテストで する えとしてあげられている も、 、

含まれる。

並 替 問題 間違 探 正 日本語 成立 表現 對ただし べ え や い しなどで しい として しない のものは、 、 、 、

象 外から した。

2-2. 分析內容

分析 內容 以下の は の つである。

各敎科書 延 語數 異 語數の べ と なり

各敎科書 分野別 延 語數 異 語數の べ と なり

語彙 敎科書內 分布 四技能 他 分野別の での とその の

學習指導要領 示 基本語彙 比較で されている との

四技能 語彙水準比較の

各敎科書 延 語數 調査 一冊 敎科書 全部 語彙 含まず ごとに べ を し の のなかに でどれほどの が まれ、 、
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調ているかを べた。

同 語彙 拔 取 異 語數 調査 敎科書 純粹 語彙そして そこから じ を き った なり を し その のなかの な、 、

數 調を べた。

延 語數 異 語數 兩方 調 理由 敎科書全体 總語彙數 延 語數ここで べ と なり の を べた は の べ と、 、

重 語彙 拔 取 異 語數 調 敎科書 語彙 出現率そこから なる を き った なり を べることで その における の、 、

知を ることができるからである。

今回 調査 動詞 名詞 分 出現率 見 敎科書また の では や などに けて それぞれの を ることはせず、 、 、 、 、

全体 語彙 出現率 調の の だけを べることにした。

次 各敎科書 出 延 語數 異 語數 敎科書 部分 現に で された べ と なり が のどの に れてい、 、 るのか そ、

散 見 一冊 敎科書 聞 話 讀 書 四技能の らばりを るために の を く す む く の、 他 分野 分とその の に

分野 延 語數 異 語數 調査けて それぞれの での べ と なり を した、 。

最後 敎科書 出 異 語 學習指導要領 提示に それぞれの で された なり が に されている、 、 基本語彙

調 各敎科書 適切 語彙選定 檢討 四技をどれくらいカバーしているかを べ の な を してみた さらに、 。 、

能 分野別 基本語彙 比較 話 聞 讀 書 分野 語彙 差に と し す く む く の で レベルにおいて があ、 、

調るかを べてみた。

2-3. 分析方法

各敎科書 本文 入力まず ごとに をハングルファイルに し データベース そ、 、 、 、

一定 單位 分割れを の で し 單位 作成レベルのデータベースを する データ。 、 、 、

ベース

次 分割 單位 基本形 直 基本形單位 作成に したそれぞれの を に し レベルのデータベースを する。

データベース、 、 、

表 作成 過程データベース の

作業 作業結果

敎科書 本文 入力の を
テキストデータベース

本文 分割を
單位レベルのデータベース

各單位 基本型を にする
基本型單位レベルのデータベース



次 基本形單位 使用 各敎科書 延 語數 異 語數 調査に レベルのデータベースを し の べ と なり を し、 、

各分野別さいごに 語彙 分割 分野 延 語數 異 語數 調査に を し それぞれの の べ と なり を した。

図 敎科書 延 語數 異 語數 調査ごとの べ と なり の

敎科書 敎科書 敎科書 敎科書

データベース データベース データベース データベース

延 語數べ 延 語數べ 延 語數べ 延 語數べ

異 語數なり 異 語數なり 異 語數なり 異 語數なり

図 敎科書 分野別 延 語數 異 語數における べ と なり

敎 科 書

導入 聞く 話す 讀む 書く 文化
まとめ

評価
他その

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

延べ

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

異なり

語數

表 敎科書別分野構成
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分野 敎科書 敎科書 敎科書 敎科書

導入
扉

案內文タイトル

扉

案內文タイトル

さあ はじめよう、

扉

案內文タイトル

扉

案內文タイトル

聞く きいてみましょう
聞まず こう、

聞たのしく こう

聞いてみよう

聞いていってみよう

聞いてみましょう

聞きながらやってみ

ましょう

話す
はなしてみましょう

はつおん

話してみよう

話たのしく そう

イントネーション

言ってみよう

話してみましょう

コミュニケーション

活動

讀む よんでみましょう
ダイアローグ

讀んでみよう
讀んでみよう 書いてみましょう

書く かいてみましょう 書いてみよう 書いてみよう 書いてみましょう

文化
扉

文化のところ

樂しくあそびましょう

文化のところ

日本 知を る

まとめ

評価

まとめてみよう

いっしょにやろう

まとめてみよう

自分でやってみよう

まとめ

やってみましょう

他その
やってみましょう

いっしょにやろう

みんなでやってみよう
樂しくあそび

歌ましょうゲーム など

3. 分析結果

3-1. 各敎科書 延 語數 異 語數の べ と なり

表 見 延 語數 最 多 敎科書 語 最 少 敎科書を ると べ が も いのは の も ないものは の、 、

語 敎科書 敎科書 約 倍 延 語 出現であり には の の べ が している、 。

異 語數 敎科書 最 多 語 順また なり では が も く つづいて の である、 、 、 。

敎科書 語 除 約 語 敎科書 出現 異 語の を いて それぞれ であることから に する なり、 、 、 、

數 他 敎科書 比 少 分が の と べて ないことが かる。

第 次學習指導要領 提示 基本語彙數 日本語 約 前後に されている は で である したがって。 、

語彙數 限 判斷 敎科書 最 適当 言に って すると が も であると える、 。

表 延 語數 異 語數 延 語數 異 語數べ と なり べ なり



導入

聞く

話す

讀む

書く

文化

評価まとめ・

他その

計

各さらに、 敎科書 延 語數 異 語數 敎科書 語彙 出現率 敎科書の べ と なり から その における の がわかる、 。

敎科書は 、 敎科書 敎科書は は は である、 、 。

同 語彙 何回 繰 返 現 敎科書 最 傾向 高このことから じ が も り して れている のは で もその が いと、 、

言える。

四技能 延 語數 異 語數 見 敎科書 全 敎科書また における べ と なり と ると をのぞく ての で、 、 、

讀 分野 延 語數 異 語數 兩方 多 敎科書以外 讀む の における べ と なり の がもっとも いことから は、

分野 語彙 集中 言む の に が していると える。

文化 分野 見 冊全 敎科書 通 延 語數 異 語數 違の を ると ての を して べ と なり にそれほどの い、 、

文化 分野 文化 關 語彙 習得 目的 文化はない これは の では に する の を としているのではなく。 、 、

關 內容 伝達 思に する の をめざしているためであると われる。

一方 評価 分野 全 敎科書 延 語數 異 語數 大 差その で まとめ・ の では ての で べ と なり に きな が、 、

同 語彙 何度 繰 返 出現 練習 語彙 習得あり じ を も り して させ させることで の をはかっていることが、 、 、

うかがえる。

次 四技能 分野 各敎科書 比較 特徵 見に の で を しながら それぞれの を ていきたい、 、 。

聞 分野 敎科書 延 語數 全 語 超 異 語數まず く では では べ が て を え なり も、 、 、 、 、 、 、

最 少 敎科書 語も ない で である。

對 敎科書 延 語數 語 異 語數 語 敎科書それに し は べ が なり が となっており の、 、 、 聞く

分野 含 語彙 他 種 比 少に まれる は の に べかなり なくなっている、 。

次 話 分野 種 敎科書 通 見 差に す を の を して ると それほど はない、 。

各敎科書 含 全体 語彙 對 比率 考 敎科書 話 分野 含しかし に まれている の に する を えると の す に まれ、

語彙率 他 種 比 壓倒的 高 敎科書 話 分野 語彙 集中ている が の に べて に いことから は す に を させて、

言いると うことができる。
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讀 分野 敎科書 延 語數 異 語數 他 敎科書 比 壓倒的 多む の では が べ も なり の に べ に い こ、 、 。

敎科書 四技能 讀 重点 言のことから は のなかでも む に をおいていると うことができる、 。

最後 書 分野 見 敎科書 延 語數 超 對 約に く を ると が べ が を えているのに して は、 、 、

約 少 異 語數 見 敎科書 最 多 種 敎科書は とかなり ない しかし なり を ると が も く の、 。 、 、 、

中 敎科書 最 書 分野 語彙 集中の では が も く の に を させている。

3-2. ( )延 語 敎科書內 分布 四技能 他 分野別べ の での とその の

図 見 各敎科書 出現を ると に してい、 、 、 、 延 語 以上 四技能 分野 含る べ の が の に まれてお

中 敎科書 最 高 續 敎科書り その でも が も く で いて の である、 、 。

全敎科書 通 文化 分野 比率 低 見 文化 關 書を して の での がかなり いことを ると に して かれている、

數 少 書 韓國語 書 場合 多ページ が ない あるいは かれていても で かれている が いことがうかがえる、 。

評価 分野 敎科書 他 敎科書 比 少 低まとめ・ の では が の と べ し くなっている、 。

図 敎科書 延 語分布べ 図 敎科書 延 語分布べ

図 敎科書 延 語分布べ 図 敎科書 延 語分布べ

3-3. 異 語 敎科書內 分布 四技能 他 分野別なり の での とその の

図 敎科書 異 語分布なり 図 敎科書 異 語分布なり



図 敎科書 異 語分布なり 図 敎科書 異 語分布なり

図 各敎科書 異 語 分布 見 四技能 最 高 比率 示で の なり の を ると で も い を しているの、 、 、 、

敎科書 敎科書 敎科書 低 敎科書が の つぎに の の で いちばん いのは で で、 、 、

ある。

延 語分布 全敎科書 四技能 分野 以上 比率 示 四技能 分野べ では で の が の を していたことから の で、

同 語彙 出現率 高 異 語 分布 導入 文化 他 分野 比率 增は じ の が く また なり の では その の の が えてい、

分野 同 語彙 出現率 低ることから これらの では じ の が いことがうかがえる、 。

第 次學習指導要領 日本語 四技能 中心 意思疏通機能 育成 科目では は を とする を する であると

書 上 図 見 評価 分野 含 語彙 數 示かれているが の から ると とまとめ の に まれている もかなりの を して、

いる。

評価 分野 內容 話 聞 讀 書 細これは とまとめ の で その にしたがって さらに す く む く と、 、 、

分化 大 評価 一 原因 一 考 四せず きく とまとめ と つにしてしまったことが の つであると えられる、 。

技能 語彙 散 正確 知 內容 細分化における の らばりを に るためにも それぞれの にしたがって さらに、 、

今後 課題 殘することが の として される。

3-4. 學習指導要領 示 基本語彙 比較で されている との

各敎科書 四技能 文化 分野 異 語 第 次學習指導要領 提示の と の における なり のなかに に されて

基本語彙 含 調いる がどのくらい まれているかを べてみた。
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表 分野別 異 語 基本語彙含有率なり の

敎科書 敎科書

分野

平均

分野

平均

聞く 聞く

話す 話す

讀む 讀む

書く 書く

文化 文化

敎科書 敎科書

分野

平均

分野

平均

聞く 聞く

話す 話す

讀む 讀む

書く 書く

文化 文化

基本語彙含有率 見 高 敎科書 敎科書を ると もっとも いのは の で つづいて の であ、 、

る。

分野別 見 聞 分野 敎科書 最 高 話 分野 敎科書 若干に ると く では の が も く す では が では、 、

他 敎科書 高 讀 分野 敎科書 種 約あるが の よりも くなっている また む では がほかの よりも、 。

高 書 分野 敎科書 高 數値 示く く でも がもっとも い を している、 。

敎科書 敎科書 讀 分野 基本語彙含有率 他 分野 比 低さらに をのぞく すべての の む の が の に べて、 、

讀 分野 他 分野 比 基本語彙 含 比較的難くなっている このことは む では の に べて に まれていない。 、

語彙 多 含しい がより く まれているということである。

四技能 各分野 一度 出現 異 語彙 數 調査 結果 全 敎科書 共さらに の に だけ した なり の を した ての に、 、

通 讀 分野 一度 出現 語彙 最 多して む の に だけ した が も かった、 。

以上 四技能 中 讀 分野 水準 他 四技能 分野 高 言のことから の では む の が の の よりも いと うことがで、

きる。

次 文化 分野 基本語彙含有率 見 敎科書間 含有率 大 差 敎に の の を ると でその に きな がある、 。 、

科書 語彙 出現 基本語彙含有率 著では がたくさん しているのもかかわらず その が と しく、 、

低い。

敎科書 文化 分野 出 語彙 文化 基本語彙 著 外このことから の に ている が の から しく れている、 、

學習指導要領 提示 文化 對 基本語彙 少か あるいはもともと に されている に する が ないということが、



考えられる。

分析 敎科書 文化 關 著 外 語彙 使用 思しかし からは ともに に して しく れた を しているとは われ、

基本語彙 提示 文化 關 語彙 少 明ず やはり に されている に する が ないということが らかになった、 。

ち 敎科書 文化 分野 現 語彙 以下なみに の の に れていた は のようなものである、 、 、 。

歲暮 中ごはん みそしる つけもの うめぼし たたみ しょうじ こたつ とこのま お お、 、 、 、 、 、 、 、 、

元 土産 祭 花火大會 甲子園お プレゼント り みこし おおずもう よこづな まんが アニ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

正月 祭 日 七夕 盆 体育 日 文メ お ひな り ゴールデンウィーク こどもの こいのぼり お の、 、 、 、 、 、 、 、 、

化 日 大 茶道 生 花 書道 能 狂言 文樂 歌舞伎 繪馬 箸置 神道の みそか け とんかつ き、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

國技 燃 燃 牛乳 乾電池えるごみ えないごみ パック プラスチック リサイクル フリーマー、 、 、 、 、 、 、 、

讀賣 朝日 每日 日本経濟 産経新聞 元日 成人 日 建國記念日 春分 日 綠 日ケット ・ ・ ・ ・ の の の、 、 、 、 、 、

憲法記念日 敬老 日 秋分 日 体育 日 文化 日 勤勞感謝 日 天皇 誕生日 桃 節句の の の の の の の、 、 、 、 、 、 、 、

祭 人形 五月人形ひな り ひな、 、 、 、

4. 今後 課題まとめと の

今回 調査 通 以下 明の を して のようなことが らかになった、 。

敎科書 出現 延 語數 最 多 敎科書 最 少 敎科書 約 倍 數 出現に する べ は も い は も ない の の が して、 、

敎科書間 差おり でかなりの があった、 。

異 語數 敎科書 除 語前後なり は を いて すべて であった、 。

敎科書 出現 延 語數 異 語數 各敎科書 同 語彙 繰 返 出現 率に する べ と なり から で じ が り し する は、

敎科書 高でもっとも かった。

四技能別 語彙數見 敎科書 讀 語彙 集中に ると は む に が していた、 、 、 。

文化 領域 語彙數 敎科書 少の での がどの においてもかなり なかった。

語彙 分野別分布 延 語 以上 四技能分野 含 異の をでは べ においては が に まれていたが なり、 、

語 敎科書 滿になるとどの においても を たなかった。

各敎科書 語彙 基本語彙率 前後の における は であった、 。

讀 分野 基本語彙 含有率 他 分野 低 分野 語彙む においての が の よりも く ほかの よりも のレベ、

高ルが かった。

學習指導要領 第 次 新 改訂 日本語科目 四技能 基本的水準 扱が に しく され は を から い バランス、 、

意思疏通能力 養 基礎的 科目 位置 各敎科書 出現 語彙のとれた を う な と づけられているが に する をみ、

四技能 各分野 間 語彙數 語彙 差 見ると の の で また レベルでもかなりの が られた、 、 。

四技能 中心 學習目標 語彙含有率 敎科書また を として があげられているが はどの においても、 、
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以下 果 比率 四技能中心 言 言 点 疑問 殘で たしてこの で と えるかどうかと う には が る、 。

第 次 文化 檢索 項目 新 付 加さらに では や インターネット の が しく け えられているにもかかわら

學習指導要領 提示 基本語彙 關 語彙 非常 少ず に されている にはそれらに する が に ない したがって ま、 。 、

基本語彙 項目 關 語彙 增 各ず でそれらの に する を やし、 敎科書 文化 關 語で や インターネット に する

彙 使用 內容 增 期待を した が えることがこれから される。
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第 次學習指導要領 示 日本語 科目 性格 言語 技能 基本的水準 扱に された の は の を から い バランスの、

意思疏通能力 養 基礎的 科目 書 第 次學習指導要領 日本 文化とれた を う な である と かれている また では の。

深 關心 持 日本文化 理解 姿勢 育 日本 國際交流 積極的 參加について い を ち を しようとする を て との に に する、 、

態度 持 文化 項目 通 日本語 基礎的 方法 知 情報檢索を つ という の と インターネットを して による な を り、 、

興味 持 檢索 目標 項目 第 次學習指導要領に を つ という インターネット が の としてあげられており これは、

異 点 言とは なる であると える。

本調査 各敎科書 語彙選定 使用數 使用個所 調査 第 次 各では の と また などについて することによって の、 、

敎科書 語彙 實体 特徵 明 上記 第 次學習指導要領 示 日本語 科目 性格 目の の とその を らかにし の が す の と、

標 程度充實 調をどの しているのかを べてみることにした。
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